
神奈川県の郊外、風光明媚な地に、新しくレンガの家が誕生しました。 

緑に囲まれた広々とした土地にふさわしく、ぜいたくな平屋建ての建物です。 

真夏の日射しがふりそそぐ８月初旬でしたが、室内を気持ちのいい風が通り抜け、 

なんとも気持ちのいいお引渡し式となりました。 

目の前には畑が広がり、自然に囲まれた中で、第２の人生を過ごすＮ様にとって 

最高の住まいができたことと思います。



窓から差し込む光の向こうには豊かな 

緑が広がります。 

「現場にくるたびに、この景色が楽しみ 

で、写真に納めていました。」と担当の 

松本典朗社長。 

「風通しがいい分、冬は寒い土地です 

が、この建物なら暖かく快適でしょう。」 

明るく、開放的な床の間つきの和室。 

やはり日本人なら一番癒されるスペー 

スですね。 

レンガの家にも和室はなかなかマッチ 

するものです。 

この気持ちのいい家を設計した 

三俣から、お祝いの花を贈呈。 

末永く健康で快適な人生をお過 

ごしいただけますように― 

「この家を誕生させたのは私たちで 

すが、 これからＮ様にますますすばら 

しい家に育てていただけることでし 

ょう。 これからも長いおつきあいとな 

りますがお手伝いさせていただきた 

いと思います。」（典朗社長より）


